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膀胱鏡下に行う膀胱パンチ生検は局所麻酔下に
外来で施行可能であり, 膀胱癌の診断や経過観察
において有用な検査の一つであると考えられてい
る���)｡ 島根大学医学部泌尿器科では膀胱鏡検査で
腫瘍や粘膜異常を認める場合, 原則全例に術前膀
胱パンチ生検を施行し, 得られた病理組織診断を
基に経尿道的膀胱腫瘍切除術 ( !"# ) を計画

している｡ 今回われわれは !"# を施行した
筋層非浸潤性膀胱癌症例を後法視的に検討し, 術
前膀胱パンチ生検の安全性と臨床的意義について
検討した｡
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対象は�$$%年&月から�'�(年)月までの�*年間
に, 島根大学医学部泌尿器科で !"# 前に外
来で膀胱パンチ生検を実施した筋層非浸潤性膀胱
癌(+,例｡ 膀胱パンチ生検はキシロカインゼリー
による粘膜麻酔の後, 専用鉗子を用いて硬性また
は軟性膀胱鏡下に行った｡ 検査後は抗生剤と止血
剤を経口投与した｡ 全例検査前十分にインフォー
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膀胱癌における術前膀胱パンチ生検の臨床的意義を検討した｡ 対象は�$$%年&月～�'�(
年)月の間に, 経尿道的膀胱腫瘍切除術 ( !"# ) を施行した筋層非浸潤性膀胱癌で,
外来で術前膀胱パンチ生検を実施した(+,例｡ 生検標本と !"# 標本との病理組織学的
相関と, 膀胱パンチ生検に伴う合併症を評価した｡ 生検標本による癌診断率と !"# 
標本との一致率は, それぞれ$,:�％と%�:+％であった｡  !"# 標本との一致率は腫瘍の
組織学的異型度が強くなるにつれ低下し, 多発性腫瘍では単発性腫瘍より過小評価しやす
い傾向が見られた (;＝':',+)｡ 処置を要する合併症を<例 (�:(％) 経験したが, 全例が
生検後の血尿に起因するものであった｡ 術前膀胱パンチ生検は安全に施行可能で, 膀胱腫
瘍異型度の術前診断に有用と思われた｡ 一方, 複数または高悪性度の腫瘍では過小評価に
なりやすい点に留意が必要である｡
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